
５ ま  と  め（総括的な評価） 

今まで学習した文法事項，語彙力を問うだけではなく，それを生かして読解し資料を利用して答

え，さらに表現を求める方向が，正に「共通テスト」の目指す内容であった。また，特別な海外生

活体験を持たずに，学校の授業でのみフランス語を学んできた生徒たちが，おおむね対応できる問

題であったと言える。受験者数が少ないにもかかわらず，このような適切な問題を作ってくださる

問題作成部会の方々に深く感謝申し上げたい。 

ただ，５年目になる共通テストの傾向をふりかえると，それ以前のセンター試験時代とで大きく

異なるのが，平均点である。今年度は，フランス語平均点は昨年度よりも上がったが，センター試

験最後の５年間のフランス語の平均点には大きく及ばない。この違いは，“平均値はその母数が少な

いほど個人の数値の大小に影響されやすい”という原則を踏まえたとしても，誤差と片付けるわけに

はいかない。この数値の比較から，フランス語についてセンター試験から共通テストへの難化が見

て取れる。一方英語については，センター試験から共通テストへの移行に際し，平均点にほぼ差が

なかった。このことから，難化はなかったと言えよう。この結果について，受験する高校生の実態

に出題レベルが合っていないための結果なのではないか，と考えている。フランス語受験者の層が

センター試験及び共通テスト全受験者の上位層であることは，歴代の評価委員たちが繰り返しお伝

えしてきた。英語よりもフランス語の平均点が高くあるのは，難度が低いのではなく母集団の違い

と説明できるからである。つまり，この数年の出題はバランスのとれた問題であったと評価はして

きたが，もっと基本重視の出題であるべきなのではないか，とお伝えしたい。それこそが現実の受

験者の力を適正に点数化するものさしになるだろうと考える。よく取り組んだ者が適正に評価され

る，テスト本来の目的に沿った良問の増加を望む。 

フランス語を第一外国語として履修できる高等学校同士は，お互いに連絡を取り，情報を共有す

るよう努力を続けている。どの学校も抱える喫緊の問題は，「大学受験科目としてのフランス語」

が今後どのようになっていくのかである。今年の受験者は昨年度から僅かに増加した。教育改革の

荒波の中で，情報が得られにくい科目をあえて選ぶ，知的好奇心に満ちた若者たちが育ってきてい

る。「英語だけ」を学習した生徒よりも，「英語も」学習した「フランス語」受験者は，物事に対し

てよりグローバルな視野を持っていると言える。多様性の重視が自分たち世代には欠かせないとい

う感覚を既に持ち合わせているのだ。 

この場をお借りして大学関係者の方々にお願い申し上げたい。是非『フランス語』受験者の大学

入学受験機会の増大を御検討いただきたい。こうした知的好奇心・学習意欲にあふれた生徒の受験

機会が増加に転じることで，『フランス語』受験者が増加し，大学に一層の多様性がもたらされる

ことを願う。各大学が多言語試験を実施することは，日本の教育のグローバル化を進める一助にな

る，と確信する。 

そして，その際は「共通テスト」を利用していただくことができる，と繰り返しお伝えする。共

通テストは，受験者の実力を測る識別力の高い問題である。その共通テストを現在のみならず将来

のフランス語学習者のためにも，大学教育の入り口として今後も幅広く実施・利用していただきた

い。 

第２ 問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 英語以外の外国語については，『筆記』テストを課し，「リスニング」テストは実施しないが，

以下のように可能な限り外国語によるコミュニケーション力を評価する。 

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報や考えなどの概要や要点，詳

細，話し手や書き手の意図などを的確に理解する力を引き続き重視する。 

・併せて，高等学校において，「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］，［発表］」・「書

くこと」を統合した言語活動の充実が図られることを踏まえ，情報や自分の考えを適切に表現

したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのように取り上げ

るかなどを判断したりする力を重視する。 

・また，コミュニケーションを支える基盤となる知識や技能についても，引き続き評価する。 

○ 問題は，高等学校学習指導要領「外国語」の目標及び内容等に対応したものとし，CEFR等を参

考に作成する。 

また，大学教育を受けるために必要な能力を把握できる問題とするが，高等学校において英語

以外の外国語を初めて履修する者もいることも考慮し，多様な入学志願者の学力を適切に識別で

きるようにする。 

２ 各問題の出題意図と解答結果及び自己評価等 

センター試験から共通テストへの移行に伴い，大問ごとに問うポイント（文法・語彙など）を明

確にするとともに，資料の読み取りや長文の読解に重点を置く問題構成とする変更を行った。 
これまでのセンター試験における問題作成の大枠と良問の蓄積を受け継いだ上で，基本的知識を

問う問題と，思考力・判断力・表現力等を問う問題のバランスに配慮し，問題の数，配列，配点を

見直した。具体的には，語彙問題の数を減らし，設問形式も語彙知識を直接問うものから，語句の

用法に基づいて正解を導くものに変更し，語彙問題減少分を読解問題に重点化して配分した。また，

大問の配列を，発音，文法，語彙・表現，整序作文から意味内容，読解へと問題の漸進性に配慮し

て変更した。今年度もこの形式を踏襲するとともに，思考力を問う問題をより重点化した。 
なお，フランス語の表記は従来の正書法に従っているが，近年フランスの学校教育に導入された

新たな正書法と齟齬が生じないよう配慮した。最近の傾向を踏まえ，また，受験者に分かりやすく

との配慮から，大文字にもアクサン記号を付けている。 

第１問 発音問題 

つづり字の読みを通して，「聞く，話す」能力の基礎となるフランス語の発音に関する基本的

知識を問う問題である。つづり字と発音の関係の理解度を試すために，できる限り多様な出題

を心がけた。リエゾンについての知識を問う問題では，語句レベルのリエゾンも積極的に扱う

こととした。基本的な発音の規則を正確に把握していれば容易に正解に到達できるものと思わ

れる。高等学校教科担当教員からは学力を測定する問題形式として評価されており，難易度も

適切であったと考えられる。 

問１は 語頭と語中 « c » の発音を問うもので，正答率が高く，受験者の学力の差異を十分に

識別できるものであった。問２は 語末の « l » の発音の有無を問うもので，正答率がやや低く，

高等学校教科担当教員から難易度が高いのではないかという指摘を受けたが，成績上位層に対

する識別力は高かった。問３は語中と語末の « en » の発音を問うもので，正答率も十分で，識
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別力が高かった。問４は語頭と語中の « g » の発音を問うもので，正答率が高く，識別力も十

分なものであった。問５は「語末の子音と後続する単語の語頭の母音のリエゾンの規則」を問

うもので，正答率，識別力ともに十分であった。 

第２問 語形変化の問題 

 語形変化を文法・語彙の知識と関連付けて問う複合的問題である。できるだけ多様な品詞に

わたって出題するよう配慮した。文法，つづり字に関する基礎的な知識を広く試すよう努めた。 

 問１は動詞 croire から形容詞 incroyable を問う問題であり，正答率が高く，識別力は十分だ

った。問２は形容詞 difficile から名詞 difficulté を問う問題であり，正答率は７割を超え，識別

力が高い問題であった。問３は形容詞 agréable から対義語の形容詞 désagréable を問う問題で

あり，正答率は高かった。問４は動詞の現在形 se voit から単純未来形 se verra を問う問題で

あり，正答率は５割強であったが，高等学校教科担当教員からは適切な問題であるとの指摘が

あった。問５は形容詞 franc から副詞 franchement を問う問題であり，正答率は７割を超え，

識別力は高かった。 

第３問 文法の問題 

 文法に関する基本的知識を問う問題である。基本的な文法事項を，偏ることなく，広く問う

多様な問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題文についても，実際に使われる自

然なフランス語になるように配慮した。 

 全体的に識別力は高かったが，正答率の低い設問が幾つかあった。問１から問３は基本的な

文法知識を問う問題として適切であった。問４は，sauf si で始まる条件節における動詞の法と

時制を問う問題であり，受験者にとって難度が高く，今年度の問題において最も正答率が低か

った。問５は，現在分詞の知識を問う問題で，成績上位層の正答率は十分に高かった。 

第４問 語彙・表現の問題  

語彙・表現に関する基本的知識を問う問題である。与えられた文脈の中で，基本的な言い回

しや慣用表現・熟語に関する知識を問う問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題

文についても，実際に使われる自然なフランス語になるように配慮した。 

識別力は総じて高かったが，正答率には若干のばらつきが見られた。例えば，問３は受験者

の正答率が高かったが，une nuit blanche という熟語表現を問う問５は正答率が低かった。動詞

mener の基本語義を問う問２は，識別力が高い良問であると思われる。 

第５問 対話完成問題 

与えられた会話の一部から，日常生活における自然な状況を判断し，対話を完成させる問題

である。具体的で想像しやすい場面や状況を設定しつつ，内容が多様なものになるよう心がけ

た。また，できる限り明解なフランス語による表現を採用した。さらに，会話の一部だけを読

んで正答を導くことができる問題ではなく，会話全体を読まなければ正答できない問題を作る

ようにした。 

正答率には若干のばらつきが見られた。問４は会話文中の 24 の後に置かれた Alors が正

答を導くための大きなヒントとなったと思われ，正答率が非常に高く，受験者にとって易しい

問題であった。問３は会話文中から連想される vagues や la mer といった語彙が誤答選択肢に

使用されており，識別力が高い問題として高等学校教科担当教員からの評価も高かった。全体

としての難易度は適切であったと考えられる。 

第６問 整序作文問題 

 例年の出題形式・傾向どおり，与えられた日本語を手掛かりに，平易な語彙・表現を用いて

フランス語で作文する能力を測ることを目的としている。問題の日本語文は，自然でありなが

らも正答を導きやすいものとなるよう配慮した。正しい語順を理解していなければ正答となら

ないよう工夫するとともに，空欄の位置によって難易度を調整している。 

 問４では日本語文「約束の日にちを確認するように，彼に言っておこう」に対応する正答 On 

lui dira de confirmer la date du rendez-vous. を導くための，人称代名詞の位置，及び「～するよう

に言う」dire de +不定詞という表現についての正確な知識が求められた。On dira lui confirmer de 

la date du rendez-vous. などとしてしまった受験者もいたものと思われる。正答率自体は高く，

他の問題も比較的容易に正答できるものであり，全体としての難易度は適切であったと考えら

れる。 

第７問 資料・会話読解問題 

図や表を用い，日常生活や身近な問題についてフランス語の知識・読解力を問うとともに，

それに基づいた思考力・判断力を試す問題である。受験者にとって親しみやすい題材となるよ

う心がけるとともに，図表等の資料に基づく適当な分量の文章又は会話とした。ＡとＢの中問

に分かれ，それぞれ，資料に基づいた会話を提示し，資料と会話を関連付けながら状況を読み

解く能力を問うている。具体的には，Ａは「ブックフェアについての案内」，Ｂは「手作りシャ

ンプーの作り方についての記事」を題材とした。なお，本年度よりＡ・Ｂの設問形式を統一し，

大問全体の配点を上げている。 

成績上位層はおおむね正答率が高く，識別力は高く保たれた。Ａについては，問１は文章を

読み，二か所の空欄を補充する問題，問２は文章を読み資料を参照しながら適切な選択肢を選

ぶ問題，問３は会話文を読み二か所の空欄を補充する問題，問４は資料の内容と一致する選択

肢を二つ選ぶ問題とした。Ｂについては，問１は会話文を読み二か所の空欄を補充する問題，

問２は短い文を読み，空欄一か所を補充する問題，問３は文章を読み資料を参照しながら適切

な選択肢を選ぶ問題，問４は資料の内容と一致する選択肢を二つ選ぶ問題とした。 

いずれも受験者のフランス語力を試す上で，適切な問題であったと思われる。 

第８問 長文読解問題 

論旨が明快で論理に一貫性のある文章を素材として選び，事柄の因果関係や対立などを正確

に読みとる力や，文意を正確に把握する力を測る問題である。従来の出題方針を踏襲しながら

も，新課程要領に対応するため，思考力を問う設問を例年より１題増やすこととした。なるべ

く平易な表現を使った読みやすい題材を選択すると同時に，一般常識のみで正答にたどり着け

るような問題や，単語や成句の知識を問うだけの問題は排除するよう心がけた。さらに，時代

に即した内容としながら，論旨を追いやすくするよう十分に配慮し，論理の展開に即して内容

を把握できているかを試す問題を設けた。その結果，思考力・判断力を的確に測ることが可能

な良問になったと思われる。 

問１は第１段落の空欄に入る適切な語句を選択する問題，問２は下線部の具体例として適切

なものを判断する問題，問３は第２段落の空欄に入れるのに適切な語句を選択する問題，問４

は第３段落の空欄に入る適切な語彙を選択する問題，問５は下線部の理由として適切なものを

選択する問題，問６は第３段落の空欄に入る適切な文を前後の内容から判断する問題，問７は

接続語句を選択する問題，問８は本文の内容と一致する文を二つ選択する問題，問９は本文の

内容から適切なタイトルを選択する問題であった。全体的に識別力が高く，内容の理解度を多

角的に測る問題であった。 

３ ま  と  め 

以上，問題作成方針，問題形式と内容，高等学校教科担当教員から寄せられた意見を踏まえて解

－402－



別力が高かった。問４は語頭と語中の « g » の発音を問うもので，正答率が高く，識別力も十

分なものであった。問５は「語末の子音と後続する単語の語頭の母音のリエゾンの規則」を問

うもので，正答率，識別力ともに十分であった。 

第２問 語形変化の問題 

 語形変化を文法・語彙の知識と関連付けて問う複合的問題である。できるだけ多様な品詞に

わたって出題するよう配慮した。文法，つづり字に関する基礎的な知識を広く試すよう努めた。 

 問１は動詞 croire から形容詞 incroyable を問う問題であり，正答率が高く，識別力は十分だ

った。問２は形容詞 difficile から名詞 difficulté を問う問題であり，正答率は７割を超え，識別

力が高い問題であった。問３は形容詞 agréable から対義語の形容詞 désagréable を問う問題で

あり，正答率は高かった。問４は動詞の現在形 se voit から単純未来形 se verra を問う問題で

あり，正答率は５割強であったが，高等学校教科担当教員からは適切な問題であるとの指摘が

あった。問５は形容詞 franc から副詞 franchement を問う問題であり，正答率は７割を超え，

識別力は高かった。 

第３問 文法の問題 

 文法に関する基本的知識を問う問題である。基本的な文法事項を，偏ることなく，広く問う

多様な問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題文についても，実際に使われる自

然なフランス語になるように配慮した。 

 全体的に識別力は高かったが，正答率の低い設問が幾つかあった。問１から問３は基本的な

文法知識を問う問題として適切であった。問４は，sauf si で始まる条件節における動詞の法と

時制を問う問題であり，受験者にとって難度が高く，今年度の問題において最も正答率が低か

った。問５は，現在分詞の知識を問う問題で，成績上位層の正答率は十分に高かった。 

第４問 語彙・表現の問題  

語彙・表現に関する基本的知識を問う問題である。与えられた文脈の中で，基本的な言い回

しや慣用表現・熟語に関する知識を問う問題の作成を心がけた。また，他の問題と同様，問題

文についても，実際に使われる自然なフランス語になるように配慮した。 

識別力は総じて高かったが，正答率には若干のばらつきが見られた。例えば，問３は受験者

の正答率が高かったが，une nuit blanche という熟語表現を問う問５は正答率が低かった。動詞

mener の基本語義を問う問２は，識別力が高い良問であると思われる。 

第５問 対話完成問題 

与えられた会話の一部から，日常生活における自然な状況を判断し，対話を完成させる問題

である。具体的で想像しやすい場面や状況を設定しつつ，内容が多様なものになるよう心がけ

た。また，できる限り明解なフランス語による表現を採用した。さらに，会話の一部だけを読

んで正答を導くことができる問題ではなく，会話全体を読まなければ正答できない問題を作る

ようにした。 

正答率には若干のばらつきが見られた。問４は会話文中の 24 の後に置かれた Alors が正

答を導くための大きなヒントとなったと思われ，正答率が非常に高く，受験者にとって易しい

問題であった。問３は会話文中から連想される vagues や la mer といった語彙が誤答選択肢に

使用されており，識別力が高い問題として高等学校教科担当教員からの評価も高かった。全体

としての難易度は適切であったと考えられる。 

第６問 整序作文問題 

 例年の出題形式・傾向どおり，与えられた日本語を手掛かりに，平易な語彙・表現を用いて

フランス語で作文する能力を測ることを目的としている。問題の日本語文は，自然でありなが

らも正答を導きやすいものとなるよう配慮した。正しい語順を理解していなければ正答となら

ないよう工夫するとともに，空欄の位置によって難易度を調整している。 

 問４では日本語文「約束の日にちを確認するように，彼に言っておこう」に対応する正答 On 

lui dira de confirmer la date du rendez-vous. を導くための，人称代名詞の位置，及び「～するよう

に言う」dire de +不定詞という表現についての正確な知識が求められた。On dira lui confirmer de 

la date du rendez-vous. などとしてしまった受験者もいたものと思われる。正答率自体は高く，

他の問題も比較的容易に正答できるものであり，全体としての難易度は適切であったと考えら

れる。 

第７問 資料・会話読解問題 

図や表を用い，日常生活や身近な問題についてフランス語の知識・読解力を問うとともに，

それに基づいた思考力・判断力を試す問題である。受験者にとって親しみやすい題材となるよ

う心がけるとともに，図表等の資料に基づく適当な分量の文章又は会話とした。ＡとＢの中問

に分かれ，それぞれ，資料に基づいた会話を提示し，資料と会話を関連付けながら状況を読み

解く能力を問うている。具体的には，Ａは「ブックフェアについての案内」，Ｂは「手作りシャ

ンプーの作り方についての記事」を題材とした。なお，本年度よりＡ・Ｂの設問形式を統一し，

大問全体の配点を上げている。 

成績上位層はおおむね正答率が高く，識別力は高く保たれた。Ａについては，問１は文章を

読み，二か所の空欄を補充する問題，問２は文章を読み資料を参照しながら適切な選択肢を選

ぶ問題，問３は会話文を読み二か所の空欄を補充する問題，問４は資料の内容と一致する選択

肢を二つ選ぶ問題とした。Ｂについては，問１は会話文を読み二か所の空欄を補充する問題，

問２は短い文を読み，空欄一か所を補充する問題，問３は文章を読み資料を参照しながら適切

な選択肢を選ぶ問題，問４は資料の内容と一致する選択肢を二つ選ぶ問題とした。 

いずれも受験者のフランス語力を試す上で，適切な問題であったと思われる。 

第８問 長文読解問題 

論旨が明快で論理に一貫性のある文章を素材として選び，事柄の因果関係や対立などを正確

に読みとる力や，文意を正確に把握する力を測る問題である。従来の出題方針を踏襲しながら

も，新課程要領に対応するため，思考力を問う設問を例年より１題増やすこととした。なるべ

く平易な表現を使った読みやすい題材を選択すると同時に，一般常識のみで正答にたどり着け

るような問題や，単語や成句の知識を問うだけの問題は排除するよう心がけた。さらに，時代

に即した内容としながら，論旨を追いやすくするよう十分に配慮し，論理の展開に即して内容

を把握できているかを試す問題を設けた。その結果，思考力・判断力を的確に測ることが可能

な良問になったと思われる。 

問１は第１段落の空欄に入る適切な語句を選択する問題，問２は下線部の具体例として適切

なものを判断する問題，問３は第２段落の空欄に入れるのに適切な語句を選択する問題，問４

は第３段落の空欄に入る適切な語彙を選択する問題，問５は下線部の理由として適切なものを

選択する問題，問６は第３段落の空欄に入る適切な文を前後の内容から判断する問題，問７は

接続語句を選択する問題，問８は本文の内容と一致する文を二つ選択する問題，問９は本文の

内容から適切なタイトルを選択する問題であった。全体的に識別力が高く，内容の理解度を多

角的に測る問題であった。 

３ ま  と  め 

以上，問題作成方針，問題形式と内容，高等学校教科担当教員から寄せられた意見を踏まえて解
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答結果を分析・検討し，問題作成分科会としての見解を述べた。 
今回の試験については, 識別力の高い問題が多く，幅広い受験者層への対応が的確であったと判

断できる。難易度としても試験の目的にかなうものであった上，標準偏差の高さが示す通り受験者

の得点は平均点から十分な散らばりを伴う分布をなしていた。今後も高等学校における学習範囲を

逸脱しない適切な出題内容を心がけ，極度に難易度の高い問題や出題傾向の偏りを避ける配慮を維

持しつつ, 共通テストとして完成度の高い問題を作成し続けることを継続目標としたい。 

なお, 高等学校教科担当教員の方々を始め，各方面から有益な御意見を頂いたことに末筆ながら

改めて御礼を申し上げたい。 

中国語 

 『中国語』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

令和７年度の共通テスト『中国語』の受験者は874人で，追・再試験を含む昨年度の784人に比

べて90人増加した。「外国語」受験者の約0.19％であり昨年度より微増している。今後も大学側が

より一層中国語を入試に活用することが求められている。引き続き高等学校で中国語を学んだ高

校生が進学に活用できる客観的な水準設定が望まれる。  

令和７年度共通テストを以下の３点をよりどころに，また，21ページに記載の８つの観点によ

って，総合的に検討・評価に当たることにする。  

⑴ 共通テストは「高等学校教育の成果として身に付けた，大学教育の基礎力となる知識・技能

や思考力，判断力，表現力等を問う」試験であるという観点に立ち，学習指導要領「外国語」

の目標を重視する。 

その際，大学教育の基礎力を踏まえ，また，高等学校において英語以外の外国語を初めて履修

する者もいることを考慮すること。 

⑵ 「高等学校における学習の成果が総合的・客観的に判断できる出題となっているか」につい

て，以下の教育現場からの「基本的要望」が尊重されているかを重視する。 

① 細かすぎる難解な語法を問うことはせず，基本的な文法力を問うこと。 

② 長文読解は，高校生になじみやすいテーマを選び，内容が抽象的すぎ，論理的に説明が難

しいような出題は避けること。 

③ リスニング試験が実施されないことを補うために，また，中国語学習にとって重要な発音

の理解度を見るために，ピンインを重視して出題すること。 

⑶ 令和６年度の問題作成部会の見解を参考とすること。 

２ 内 容・範 囲  

第１問 Ａ～Ｃは昨年度と同じく発音の基礎を確認する問題であり，Ｄはピンインで示された

会話文を使っているが，昨年度のような抜けている会話文を選択する形式ではなく，会話の状況

や発話者の言いたいことを問う問題となった。ピンイン学習を重視し，リスニング問題を補うだ

けでなく，様々な情報を基に推察する思考力も重視する傾向がある。  

第１問 

計９問  

(計 36 点) 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  

声母  韻母  声調  ピンインによる会話 

８点(４点×２問) ８点(４点×２問) ８点(４点×２問) 12 点(４点×３問) 
 

Ａ 見出し語の下線部の声母（子音）と同じものが選択肢の中に幾つあるかを選ぶ形式。提示

された語句はみな重要語であり，ピンインの表記，発音の理解を問う問題として適切であ

る。 

問１ 示されている単語の声母はj・h・xであり，やや容易かと思われる。一考を要する。  

問２ 唇音と舌尖音が示された。無気音と有気音の組合せがここ数年出題されていたが，

今回は多様な声母の組合せでありきちんと学習していないと間違えやすく，適切である。 

Ｂ 韻母（母音）に関する出題である。見出し語も選択肢も重要語。出題として適切である。  
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